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3 広報 令和５年12月号

　

11
月
19
日
に
東
京
都
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド

プ
ラ
ザ
で
「
大
地
の
芸
術
祭 

25
周
年
感
謝
の

集
い
！　

第
９
回
展
企
画
発
表
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
福
武
總
一

郎
氏
（
公
益
財
団
法
人
福
武
財
団
名
誉
理
事
長/

株

式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
名
誉
顧
問
）、

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
北
川
フ
ラ
ム
氏
（
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）、
実
行
委
員
長
関
口
芳
史
氏
（
十
日

町
市
長
）、
副
実
行
委
員
長
桑
原
悠
氏
（
津
南
町

長
）
を
は
じ
め
、
約
４
０
０
名
も
の
か
た
が
た

が
参
加
し
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
、開
催
概
要
、

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
注
目
の

作
家
・
作
品
、
２
０
２
４
冬
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
、
食
・
宿
泊
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
川
総
合
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
か
ら
「
津
南
町
を
注
力
す
る
。」
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

▼
第
９
回
展
企
画
発
表
会

■
「
秋
山
郷 

大
赤
沢
分
校

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮
）」

　

場　
　

所
：
大
赤
沢
分
校

　

参
加
作
家
：
深
澤
孝
史　

佐
藤
研
吾　

　
　
　
　
　
　

井
上　

唯　

内
田
聖
良

　
　
　
　
　
　

永
沢
碧
衣　

松
尾
高
弘

　
　
　
　
　
　

山
本
浩
二

■
料
金
（
前
売
り
）
※
税
込

　

一
般
・
大
・
専 

３
，
５
０
０
円

　

小
中
高 

１
，
０
０
０
円

■
販
売
期
間
（
前
売
り
）

　

引
換
券　

３
月
１
日

　

実　

券　

６
月
10
日
～
７
月
12
日

■
実
券
へ
の
引
換
期
間

　

６
月
10
日
～
11
月
10
日

■
販
売
場
所

　

Ｗ
ｅ
ｂ
、
津
南
町
観
光
協
会
、

　

コ
ン
ビ
ニ
ほ
か

■
「
別
の
場
所
か
ら
来
た
物
」

　

場　
　

所
：
三
箇
地
区

　

参
加
作
家
：
ニ
キ
ー
タ
・
カ
ダ
ン

▼
津
南
町
の
注
目
の
作
家
・
作
品

▼
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト

大地の芸術祭 大地の芸術祭 25周年感謝の集い！25周年感謝の集い！
第９回展企画発表会第９回展企画発表会

「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ2024」 開幕まで

あと

206日

【会　期】令和６年７月13日㈯～11月10日㈰
　　　　　火・水曜日定休
　　　　　全87日間
【会　場】越後妻有地域（十日町市・津南町）

※写真のパスポートは
前回イメージ

※イメージ Photo：Kanemoto Rintaro
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1

　米・食味分析鑑定コンクール国際大会が津南町で開催されました。国内外から
約 5,000 点のお米が出品され、審査・評価されました。露店の出店や、ステージ
イベントも行われ、賑わいを見せた２日間でした。

❶国際総合部門で金賞を受賞した農事組合法人グリーンアース津南（左）、㈱
麓（中央）、都道府県代表で特別優秀賞を受賞した㈱亀福（右）　❷審査米は
同じ条件で一斉に炊き上げます　❸小林幸子さんを招いてのトークショー　
❹❺津南の工芸品も人気を集めていました　❻つなん火焔太鼓はレセプ
ションで大迫力の太鼓を披露　❼露店も賑わっていました　

特 

集
Topic

12/1・2



特集 米・食味分析鑑定コンクール：国際大会inつなん

5 広報 令和５年12月号広報 令和５年12月号5

9

8

1314

12

15

1011

❽同じ条件で炊きあがったお米を審査員が味や香り、見た目などを審査します　
❾次回開催地の北杜市へ大会旗を引き継ぎました　❿ジオパーク展示ブース
も賑わいました　⓫町生活改善グループのけんちん汁とけんさん焼きは大人
気でした　⓬最高のごはんのおともを味わいました　⓭農機具ブースにもた
くさんのかたが　⓮審査米の試食は一瞬で品切れになりました　⓯大人気の
お米マン！



広報 6令和５年12月号

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

年
末
年
始
開
業
日

く
ら
し

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ

・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
給
水
管

・
給
湯
器
本
体
お
よ
び
給
湯
器
の
給
水
管

■
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に

　

凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
水
道
管
や

屋
外
水
栓
を
保
温
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
保
温
材
の
取
り
付
け
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
際
に
は
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
行

う
こ
と
で
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
も
し
漏
水
、
破
裂
し
た
と
き
は
…

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
上
下
水
道
料
金

が
加
算
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
津
南
町
指
定

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
年
始
の

開
業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
処
理
業
務

　

ご
み
の
持
ち
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
24
日
㈰　

　

日
曜
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
29
日
㈮　

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
30
日
㈯
～
１
月
３
日
㈬　

休
業

〇
１
月
４
日
㈭
～　

平
常
開
業

※
詳
し
く
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
し
尿
処
理
業
務

　

し
尿
汲
み
取
り
作
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
28
日
㈭
ま
で　

平
常
業
務

〇
12
月
29
日
㈮
～
１
月
３
日
㈬　

休
業

〇
１
月
４
日
㈭
～　

平
常
業
務

■
火
葬
業
務

　

津
南
斎
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
30
日
㈯
ま
で　

平
常
業
務

〇
12
月
31
日
㈰　

午
前
の
み
業
務

〇
12
月
31
日
㈰
午
後
～
１
月
２
日
㈫　

休
業

〇
１
月
３
日
㈬
～　

平
常
業
務

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
、

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

１
月
…
…
…
10
日
㈬

２
月
…
…
…
14
日
㈬

３
月
…
…
…
13
日
㈬

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

津
南
町
役
場　

三
階

■
相
談
内
容

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
相
談
し
、
早
め
の

修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。（
修
理
費
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　

す
ぐ
に
修
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元
栓
を
閉
め
、
水
を
止

め
て
お
く
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か

ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を
ご
家
族
で

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
指
定
事
業

者
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
津
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.tow

n.tsunan.niigata.
jp/soshiki/kensetsu/
suidojigyosha.htm

l

■
空
き
家
や
留
守
の
建
物
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
空
き
家
や
留
守
と
な
っ
て
い
る

建
物
で
、
冬
期
間
の
水
道
管
の
凍
結
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

寒
波
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
不
在
の
建
物

で
漏
水
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
！

弁
護
士
に
よ
る

無
料「
法
律
相
談
」開
催

水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

※
12
月
30
日
㈯
～
１
月
３
日
㈬
は
、
電
話
対

応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



7 広報 令和５年12月号

■
職
種
・
報
酬

①
事
務
職
（
一
般
事
務
補
助
、文
化
財
事
務
補
助
）

　

１
４
５
，
２
５
９
円
～

②
技
術
職
（
保
育
士
、
保
育
助
手
、
看
護
師
等
）

　

１
４
９
，
６
１
３
円
～

③
技
能
・
労
務
職

　
（
調
理
員
、
用
務
員
、
看
護
助
手
、
労
務
補
助
等
）

　

１
４
４
，
９
６
８
円
～

④
学
校
技
術
職（
栄
養
士（
要
資
格
）、支
援
員（
特

別
支
援
を
要
す
る
児
童
の
補
助
）、
複
式
対
応
講

師
、
学
習
支
援
員
）

　

１
６
１
，
７
１
０
円
～

⑤
自
動
車
運
転
員　

　

１
７
４
，
０
９
７
円
～

■
任
用
の
期
間

　

１
会
計
年
度
内
（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
）

■
勤
務
条
件
・
手
当
等

・
勤
務
時
間
は
原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
で
職
種
等
に
よ
り

始
業
・
終
業
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
町
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
、
通
勤

費
用
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
年
次
有
給
休
暇
を
は
じ
め
任
用
期
間
に
よ

り
各
種
休
暇
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

・
勤
務
時
間
等
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
は
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

　

町
が
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
（
採
用
）

を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
登
録
の
申
し
込
み

を
さ
れ
た
か
た
の
中
か
ら
選
考
し
て
任
用
し

ま
す
。
令
和
６
年
度
の
任
用
登
録
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
登
録
申
込
資
格

　

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
か
た

■
登
録
の
手
続
き

　

会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
登
録
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
総
務
班
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
総
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
任
用
登
録
・
選
考

　

申
込
者
は
任
用
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
、
町

が
任
用
を
必
要
と
す
る
場
合
、
選
考
（
書
類
・

面
接
）
を
行
い
ま
す
。
登
録
は
令
和
６
年
度

１
年
間
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
の

申
し
込
み
は
、
申
し
込
み
の
日
か
ら
そ
の
年

度
末
ま
で
で
す
。
な
お
、
登
録
さ
れ
て
も
、

任
用
の
必
要
が
な
く
選
考
を
行
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
登
録
受
付
期
間

　

12
月
20
日
㈬
か
ら
１
月
19
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
が
、希
望
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

令
和
６
年
度
会
計
年
度
任
用

職
員
の
任
用
登
録
受
付

学校給食調理員募集学校給食調理員募集

子どもたちが食べる給食を
子どもたちが食べる給食を

　　　一緒につくりませんか？
　　　一緒につくりませんか？

調理師
免許不要

■勤務場所
①津南町立津南小学校
②津南町学校給食センター 
のいずれか 

■仕事内容
学校給食の調理、配缶、食器・食缶の
洗浄、調理室清掃など

■勤務時間
①午前８時１５分～午後５時
②午前８時～午後４時４５分

■報　酬
月給　１４９, ８００円～

詳しくは下記までお問い合せください。

■応募・お問い合わせ
　津南町教育委員会　子育て教育班
　TEL：765-3118
　担当：涌井（夏）
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令
和
５
年
分
の
税
申
告
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
確
認
い
た
だ
き
、
早
め
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
の

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
の
ｅｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
！

が
便
利
で
す
！

　

確
定
申
告
会
場
に
出
向
か
ず
に
、
ご
自
宅

か
ら
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た

は
電
子
証
明
読
取
対
応
の
ス
マ
ホ
又
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利
用
し
て
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
を
自
宅
か
ら

行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
マ
ホ
に
よ
る

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」
を
次
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。）

①
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
も
カ
ー
ド

　

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
も
不
要

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た

は
電
子
証
明
読
取
対
応
の
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
申
告
書
を
作
成
し
て
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
提

出
が
可
能
で
す
。

②
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
か
た
の

　

青
色
決
算
書
や
収
支
内
訳
書
も
、
ス
マ
ホ

　

申
告
専
用
画
面
で
作
成
が
可
能

ス
マ
ホ
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ス
マ
ホ
に
よ
る

自
宅
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
の
開
催

　

十
日
町
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
個
人
消

費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
次
の
と

十
日
町
税
務
署
申
告
相
談
会
場
開
設

　

作
成
し
た
決
算
書
等
の
デ
ー
タ
を
翌
年
に

引
継
ぐ
こ
と
で
、
減
価
償
却
の
計
算
な
ど
一

定
の
項
目
の
入
力
が
省
略
で
き
て
翌
年
以
降

の
入
力
が
さ
ら
に
簡
単
に
な
り
ま
す
。

③
特
に
給
与
所
得
者
で
こ
ん
な
か
た
に
は
ス

　

マ
ホ
申
告
が
お
勧
め
で
す
！

・
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
（
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
）
等
の
各
種
控
除
の
申
告
を
す

る
か
た

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
給
を
受
け
て

い
る
か
た
や
、
給
与
の
他
に
年
金
収
入
や

雑
所
得
が
あ
る
か
た

・
特
定
口
座
に
よ
り
株
式
等
の
譲
渡
を
さ
れ

た
か
た

お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

■
会
場

　

十
日
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

■
期
間　

　

令
和
６
年
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮

　
（
土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

■
時
間　

　

相
談
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

※
午
後
４
時
前
で
あ
っ
て
も
、
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

・
税
務
署
の
申
告
会
場
で
は
ス
マ
ホ
申
告
を

中
心
と
し
た
相
談
を
行
い
ま
す
。
ス
マ

ホ
を
お
持
ち
の
か
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
電
子
証
明
用
の
暗
証
番
号
（
英
数
字

６
～
16
桁
及
び
数
字
４
桁
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
）
と
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場

整
理
券
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
（
「
入

場
整
理
券
は
当
日
、
受
付
で
配
付
い
た
し
ま
す

が
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら

事
前
に
取
得
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
）

■
日
時　

令
和
６
年
１
月
19
日
㈮

・
１
回
目　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

・
２
回
目　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場  

十
日
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

■
持
ち
物

・
ス
マ
ホ
（
お
持
ち
の
か
た
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
用
の

ID
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
電
子
証
明
用
の
暗

証
番
号
（
英
数
字
６
～
16
桁
及
び
数
字
４
桁
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
）

■
お
問
い
合
わ
せ

【
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
】

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

℡
０
５
７
０
‐
０
１
‐
５
９
０
１

　

受
付
：
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
日
等
及
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
き

ま
す
）

【
確
定
申
告
な
ど
】

○
十
日
町
税
務
署

　

℡
７
５
２
‐
３
１
８
１

　
（
自
動
音
声
案
内
で
「
１
」
を
選
択
）

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
ま
た
は
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
ふ

た
ば
）」（
令
和
６
年
１
月
以
降
は
「
確
定
申
告

特
集
」）
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

特 

集
Topic
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津
南
町
の
申
告
相
談
日
程
【
令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
分
）】

２
月
21
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈮

※
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

〇
会
場　

役
場
３
階
大
会
議
室

〇
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
：
午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
）

２
月
16
日
㈮

〇
会
場　

上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

２
月
19
日
㈪

〇
会
場　

岡
公
民
館

　

※
会
場
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

２
月
20
日
㈫

〇
会
場　

結
東
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

〇
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

　

※
時
間
帯
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す

〇
会
場　

米
原
公
民
館

〇
時
間　

午
前
９
時
～
正
午 

〇
会
場　

所
平
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

〇
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
お
願
い

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

か
十
日
町
税
務
署
で
申
告
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〇
青
色
申
告

〇
土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
所
得

〇
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

〇
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等

〇
初
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告

〇
相
続
税

〇
譲
与
税

〇
消
費
税

〇
令
和
４
年
分
以
前
の
申
告

　

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
み
合
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
長
時
間
お
待
た
せ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

○農業所得などの事業所得があるかたは、事前に「収支内訳書」を作成のうえ、申告相談にお
いでください。

○医療費控除のあるかたは、「医療費控除の明細書」を作成ください。
　なお、医療保険者から届く医療費通知を添付いただくことで明細書への記入を省略できます。
※様式は、１月以降準備ができ次第、役場１階ロビーに配置する予定です。

津
南
町
で
の
申
告
相
談
は
、
令
和
６
年
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮
で
開
設
し
ま
す
。

～スムーズな申告相談のために～～スムーズな申告相談のために～
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償
却
資
産

償
却
資
産

　　  
（
固
定
資
産
税
）

（
固
定
資
産
税
）のの

    

申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
建
物
の
ほ
か
、
事
業
で
使
用
す
る
構
築
物
や
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
、
減
価
償
却
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
に
も

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
方
法

　

申
告
対
象
と
な
る
か
た
に
は
12
月
中
旬
に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
申
告

書
お
よ
び
課
税
明
細
書
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
資
産
の
増
減
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
用
紙
が
届
か
な
い
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
し
た
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
１
５
０
万
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

※自動車税・軽自動車税の対象となる乗用車・貨物自動車・自動二輪車・小型特殊自動車は除きます。

大型特殊自動車
発電機
ミキサー　など

乾燥機
耕運機
ビニールハウス　など

オイルチェンジャー
地下タンク
洗車機　など

レントゲン装置
手術機器
歯科診療ユニット　など

製造機械設備
金型　など

理・美容いす
サインポール
洗面設備　など

駐車場のアスファルト
フェンス　など

商品陳列ケース
自動販売機
冷蔵庫　など

パソコン、コピー機、
エアコン、看板、舗装路面、
金庫、レジスター　など

厨房設備
冷凍冷蔵庫
カラオケセット　など

申告期限

令和６年1月31日㈬
お問い合わせ

税務町民課 税務班
℡ 765-3113

対象となる償却資産の例

建 設 業

農 業

製 造 業

理容業・美容業

共 通ガソリン販売業

医・歯科業

不動産貸付業

小 売 業 料理飲食業



いきいき
大好き
津南町
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町の健診の有所見率では
『 H

ヘモグロビンエーワンシー

bA1c 』が高い！

こんなあなたは危険です！

人工透析治療の原因疾患「第１位」は…

健診による早期発見と良好な血糖コントロールが合併症を防ぐ

健診で血糖値が
高かったけど、
症状もないし
気にしてないわ。

糖尿病の治療を
受けていたけど、
変化がないから
もういいかなって。

　令和 4 年度の町の特定健康診査の結果では、HbA1c の有所見率（保健指導判定値以上の割合）

がどの年代でも高く、60 歳以上では８割以上となっています。

　血糖値が高くても自覚症状はありません。症状がないから
といって生活習慣を見直さずにいたり、受診を後回しにした
りしていると、気づかないうちに進行してしまいます。糖尿
病を発症し高血糖になると、血液中で増えたブドウ糖が血管
を傷つけ命にかかわる様々な合併症を引き起こします。

　人工透析治療が必要となる原因疾患で一番多いのが糖尿病の三大合併症の１つ「糖尿病性腎症」です。「糖尿病
性腎症」は、悪化すると腎不全に陥り、人工透析によって体内にたまった水分や老廃物（尿毒素）を排泄させなけ
れば生命を維持できなくなります。透析治療には高額な医療費が必要となるだけでなく、仕事や日常生活への影
響は深刻なものとなります。

　糖尿病の発症や重症化を防ぐには、
①健診で糖尿病のリスクを早期発見すること
②糖尿病と診断されたら医療機関を受診し、
　良好な血糖コントロールを保つこと
が重要です。
　また、血糖値と生活習慣は切り離すこ
とのできない関係です。生活のなかで
できることからはじめましょう。

□１日３食、規則正しく
□ ゆっくり、よくかんで食べる
□ 野菜や、肉、魚から食べる
□ 外食やコンビニではバランスを考えて
□ お酒は適量、休肝日をつくる
□ 体を動かす
□ 体重を測る

～血糖を良好に保つ生活習慣～

＜令和４年度 健診有所見率＞ 出典：マルチマーカーシステム

※ HbA1c…過去 1 ～ 2 か月の平均的な血糖値 、LDL コレステロール…悪玉コレステロールと呼ばれ増えすぎると動脈硬化の原因となる

39 歳以下 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 69 歳 70 ～ 74 歳 75 歳以上

１位 HbA1c
（NGSP） 43.0% LDL コレ

ステロール 55.8% HbA1c
（NGSP） 73.8% HbA1c

（NGSP） 82.1% HbA1c
（NGSP） 87.2% HbA1c

（NGSP） 89.2%

２位 LDL コレ
ステロール 37.7% HbA1c

（NGSP） 51.2% LDL コレ
ステロール 67.9% LDL コレ

ステロール 67.0% 収縮期
血圧 64.4% 収縮期

血圧 63.4%

３位 尿蛋白 33.3% BMI 30.2% 収縮期
血圧 41.7% 収縮期

血圧 51.4% LDL コレ
ステロール 58.4% LDL コレ

ステロール 43.8%

＜糖尿病の三大合併症 ～し・め・じ～ ＞

糖
と う

尿
にょう

病
びょう

性
せ い

神
し ん

経
け い

障
しょう

害
が い

【神経】
し め じ

足のしびれ、痛み、感覚低下や頑固な
便秘・下痢、EDなどをひきおこします。

糖
と う

尿
にょう

病
びょう

性
せ い

網
も う

膜
ま く

症
しょう

【眼】
眼 底 出 血 な ど を ひ き お こ し、視 力
低下や失明に至ります。

糖
と う

尿
にょう

病
びょう

性
せ い

腎
じ ん

症
しょう

【腎臓】
尿たんぱくが出はじめ、むくんでき
ます。進行すると腎不全に至ります。

危険です!!危険です!!

今月は
大平裕加里
保健師
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～ご存じですか？成年後見制度～～ご存じですか？成年後見制度～

成成
せ いせ い

年年
ね んね ん

後後
こ うこ う

見見
け んけ ん

制制
せ いせ い

度度
どど

ってなに？ってなに？
　認知症などによって既に判断能力が不十分な時に、家庭裁判所から選ばれ
た後見人等が本人に代わって財産の管理や契約の手続、不当な契約の取消な
どを行い、本人の権利を守りながら生活を支援する制度です。判断能力に応
じて「後見」「保佐」「補助」の３つの種類に分けられます。

法定後見制度

任意後見制度

後後
こ うこ う

  見見
け んけ ん 判断能力が

全くない

お金や不動産の
管理が不安

先のことが
心配！

成年後見制度を
利用するには？

そんな時は…

もっと詳しく
知りたい！

契約の手続きが
上手くいかない

全ての契約などの
代理・取消が

できます。

補補
ほほ

  助助
じ ょじ ょ 判断能力が

不十分

一部の契約、手続きの
同意・代理・取消が

できます。

保保
ほほ

  佐佐
ささ 判断能力が

著しく
不十分

重要な契約などの
同意・代理・取消が

できます。

　将来、認知症などにより判断能力が低下した場合に備えて、
充分な判断能力があるうちに、自らが選んだ任意後見人に支援
してもらいたい内容を契約で決めておく制度です。

■お問い合わせ
　津南町成年後見センター　TEL：765-5455

 　令和４年４月に成年後見制度などの総合相談
窓口として町地域包括支援センター内に津南町
成年後見センターを設置しました。
　分からないことやお悩み
などある場合はお気軽にご
相談ください！

津南町成年後見センター

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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農
業
委
員
会
の
窓

↑藤ノ木稔会長（中央）と半戸敬行職務代理（左）が建議書を
町長へ提出

　新型コロナウイルス感染症の収束が漸く見
え始め、世界中の人々が動き出し、活気が戻っ
てきました。一方で、少子高齢化や人材不足等
の諸問題が山積しているほか、ロシアによるウ
クライナへの軍事侵攻が未だ終息せず、資材
や肥料、飼料の価格が増々高騰しています。ま
た、地球温暖化による自然環境の悪化、高温化
が続き、近年稀にみる渇水被害が発生し、農業
分野に大きな影響を及ぼしています。
　諸問題が山積ではありますが、津南町の基
幹産業の益々の発展のために、日頃から地域
農業を見守る津南町農業委員会から町へ農業
施策に関する建議を提出しましたので、概要を
ご紹介します。

●自然災害への備え
　渇水と豊水への対策と関係機関への働きかけ。
●資材や肥料等の高騰対策
　資材や肥料、飼料が高騰しているため、これ以上の負担を
抑制する対策を継続的に要望。
●地域計画の制度理解と啓発
　「地域計画」の周知と話し合いの場の確保と促進。
●営農継続可能な圃場修繕
　畑地の災害復旧について水田と同等程度の補助を要望。

●農業労働者対策
　新規就農者の一層の受け入れや、外国人技能実習生受け入
れ窓口、期間雇用の受入れ窓口について検討を強く要望。
●スマート農業の推進
　令和３年度、４年度の情報通信環境整備を基とした基地局
の増加と活用の推進、年齢や性別を問わず営農できるスマー
ト農業の取組を要望。
●津南産品のPR
　さらなる販売促進やPRを行い、トップセールスを要望。

重
要
課
題

令和６年度に向けて令和６年度に向けて

令和５年11月9日㈭

津南町農業施策に関する建議提出津南町農業施策に関する建議提出

●家畜排泄物処理と家畜伝染病の未然防止対策への適正指導の実施
　家畜伝染病やCSF（豚熱）の未然防止対策として、ワクチンの
補助率増加を要望。
●耕種農家と畜産農家の連携による堆肥処理対策
　農地への還元が図られる対策と支援、堆肥
散布にかかる費用補助を要望。
●飼料高騰対策
　継続的な経営の維持と津南町の畜産振興を推進するため、
飼料にかかる費用補助の継続を要望。

●後継者への支援体制の強化
　担い手農家の後継者が希望をもって就農できるような町単独
の支援。一戸一法人や兼業農家を含めた中規模農家への支援。町
内の農業法人で新規就農者が研修を受け、自立していく環境づ
くりや受け入れる際に活用できる補助制度の創設を要望。
●後継者への支援体制の強化
　基盤整備に伴う集落営農、または集落を超えた組織経営体による
農地集積などの講演会、農地中間管理機構に関する説明会、成功事
例の情報発信。小規模な基盤整備（集落内の３ha程度）の積極的な
推進、基盤整備後の負担軽減もしくは負担ゼロ施策の検討を要望。

畜産振興対策
担い手・農地集積対策

●認証制度の継続と気象変動に強い津南産米の知名度強化
　魚沼米の更なるブランド力強化と食味・品質の安定化は必須。

「津南産米」の認知度の向上を図っていくため、津南町認証米制度
の維持と「ゆき みず  だいち  つなんまち」のブランディングの周知。
　気候変動に備え、貯水池の整備、水源確保、用排水
路の見直しや技術面の指導を要望。また、堆肥散布の
作業の効率化の検討。堆肥のペレット化と乾燥設備
導入を検討。堆肥施用の助成制度の継続を要望。
●中山間地域等直接支払交付金や多面的機能直接支払交付

金などの国補助の有効活用
　集落によっては人員不足が大きな課題。さらなる事務の軽減・
簡素化や継続困難な集落に対する行政支援と人件費の増額の
検討を要望。

●基幹作物栽培の推進と新品目への取り組み
　新たな有望品目への取り組みと農産物のブランド化の推進、契
約栽培の拡大。「ゆき  みず  だいち  つなんまち」のブランディング
キャッチコピー・ロゴマークを農産物と結び付け、テレビ等のマスメ
ディアの有効活用やさまざまな情報ツールを駆使して効率的な発
信の仕組みづくりを要望。雪下作物の除雪費補助を要望。
●有害鳥獣など駆除対策の強化
　クマやイノシシ用のワナの増設や大型ワナの導入、猟犬を活用
した有害鳥獣対策の導入。カラス対策として、専門
家からの助言等を踏まえながら猟友会が捕獲駆
除するような本格的な対策を検討を要望。
●畑地の荒廃対策の確立
　農業法人や地域の担い手への集積の促進、遊休農地の解消対
策の検討を要望。

稲作振興対策 畑作振興対策
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長井 惇子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。秋
山
郷
地
区
担
当
の
長
井

で
す
。も
う
12
月
、雪
も
降
り
始
め
、本
格

的
な
冬
到
来
で
す
ね
。毎
年
毎
年
、12
月
に

入
る
と
１
年
の
早
さ
に
驚
い
て
し
ま
う
私

が
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
ど
ん
な
１
年
で
し
た

か
？

　

先
日
、ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
と
い
う
県
の

取
り
組
み
の
も
と
、秋
山
郷
で
地
域
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
際
に
、時
間
を
い

た
だ
き
、「
私
の
見
た
つ
な
ん
」と
い
う
題
で

こ
れ
ま
で
撮
っ
た
写
真
を
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。家
か
ら
眺
め
る
山
の

写
真
、集
落
で
行
っ
た
お
花
見
や
お
祭
り
の

写
真
、美
し
い
紅
葉
の
写
真
や
雪
と
青
空

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど
、お
気
に
入
り
の
写

真
を
選
り
す
ぐ
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
選
別

が
一
苦
労
。好
き
な
写
真
が
多
す
ぎ
て
、絞

り
込
む
の
が
大
変
で
し
た
。外
せ
な
い
も
の

を
何
と
か
選
び
出
し
て
、当
日
皆
さ
ん
に

見
て
も
ら
っ
て
い
る
最
中
に
気
づ
き
ま
し
た
。

「
家
か
ら
眺
め
る
山
の
写
真
」が
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
多
い
。（
笑
）そ
う
思
っ
て
、改
め
て
津

南
に
来
て
か
ら
約
2
年
半
で
撮
っ
た
写
真

を
見
返
す
と
、や
っ
ぱ
り
多
い
。も
ち
ろ
ん

1
番
見
る
機
会
が
多
い
風
景
だ
か
ら
沢
山

撮
っ
て
い
る
、と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、そ

れ
よ
り
も
、撮
っ
た
写
真
の
数
だ
け
違
う

顔
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
な
、と
感
じ

ま
し
た
。集
落
は
雲
に
包
ま
れ
て
い
る
の
に

空
は
晴
れ
て
い
た
り
、見
倉
の
あ
た
り
に
線

状
に
雲
が
か
か
っ
て
い
て
竜
の
よ
う
に
見
え

た
り
、山
の
上
の
方
に
だ
け
積
も
っ
た
雪
が
、

美
し
く
も
見
え
、迫
っ
て
く
る
よ
う
に
も
見

え
た
り
。春
の
ま
だ
雪
が
残
っ
て
い
る
う
ち

に
段
々
緑
が
増
え
て
い
く
さ
ま
、黄
緑
か
ら

深
い
緑
、そ
し
て
赤
や
黄
色
に
変
わ
っ
て
い

く
さ
ま
、川
の
方
か
ら
雲
が
立
ち
上
っ
て
き

て
、空
の
雲
と
繋
が
っ
て
い
く
流
れ
。季
節

だ
け
で
は
な
く
、毎
分
毎
秒
表
情
を
変
え

る
山
は
、見
て
い
て
飽
き
な
い
な
と
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、本
当
に
好
き
な
ん
だ
な
あ
と
、

撮
っ
た
写
真
を
見
返
し
て
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。撮
っ
た
写
真
か
ら
自
分
の
好
き
な
も

の
が
分
か
る
と
い
う
の
は
、何
だ
か
不
思
議

な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

今
年
の
お
気
に
入
り
の
一
枚
は
何
の
写

真
で
す
か
？
撮
っ
た
と
き
ど
ん
な
状
況
だ
っ

た
か
覚
え
て

い
る
で
し
ょ

う
か
。
今
年

の
振
り
返

り
も
兼
ね
て
、

ぜ
ひ
見
返
し

て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

前
年
以
降
、
燃
料
・
肥
料
等
の
価
格
高
騰

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
販
売
農
業

者
等
の
負
担
軽
減
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
本
年
度
も
営
農
継
続
に
関
す
る
支
援

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
水
稲

◎
対
象
者　

販
売
農
業
者

◎
補
助
額　

2
，
0
0
0
円
/

10
a
（
10
a

未
満
は
切
り
捨
て
、
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

◎
申
請
方
法　

町
で
水
田
台
帳
に
よ
り
令
和

５
年
産
水
稲
作
付
面
積
を
確
認
し
、
対
象
農

業
者
へ
申
請
書
を
発
送
す
る
の
で
、
内
容
を

確
認
し
押
印
の
う
え
、
農
林
振
興
課
に
提
出

す
る
。

◎
添
付
書
類　

令
和
５
年
産
米
と
し
て
販
売

（
出
荷
）
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

◆
園
芸

◎
対
象
者　

販
売
農
業
者

◎
補
助
額　

4
，
0
0
0
円
/

10
a
（
10
a

未
満
切
り
捨
て
、
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

◎
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
添
え
て
、
農
林

　

畜
産
・
き
の
こ
関
係
の
支
援
対
策
も
前

年
度
と
同
様
に
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

別
途
、
関
係
の
皆
さ
ま
に
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

営
農
継
続
支
援
事
業
補
助
金

　
　

  　
　
　
　
　
【
水
稲
・
園
芸
関
係
】

飼
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
補
助
金

　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
【
畜
産
関
係
】

特
用
林
産
物
物
価
高
騰
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
【
き
の
こ
関
係
】

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765-3115

農
業
の

知
識

豆

「
営
農
継
続
支
援
事
業
補
助
」

　
　
　
　

等
の
実
施
に
つ
い
て

振
興
課
に
申
請
書
を
提
出
す
る
。

◎
添
付
書
類

令
和
５
年
産
と
し
て
販
売
（
出
荷
）
し
た

こ
と
が
分
か
る
書
類

生
産
面
積
が
分
か
る
書
類
（
農
地
台
帳
を
取

得
す
る
こ
と
。）

・
自
分
の
農
地
台
帳

①
該
当
地
番
に
生
産
作
物
名
、
生
産
面

積
を
記
入

②
１
枚
目
に
自
署
名
と
押
印

・
他
人
の
農
地
台
帳
（
相
対
で
貸
借
の
場
合
）

①
該
当
地
番
に
生
産
作
物
名
、
生
産
面

積
を
記
入

②
１
枚
目
に
自
分
の
自
署
名
と
押
印
、

相
手
方
の
自
署
名
と
押
印
（
こ
れ
に
よ

り
、
相
対
で
貸
借
し
て
い
る
証
拠
と
す
る
。）

※
今
回
の
補
助
事
業
で
使
用
す
る
場
合

に
限
り
発
行
手
数
料
無
料

◆
交
付
申
請
書
の
〆
切
は
、
令
和
６
年
１
月

末
と
し
ま
す
。
申
請
様
式
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
農
林

振
興
課
窓
口
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『幸せ招く縁起物』 ……………………………………………… 翔

しょう

泳
えい

社
しゃ

●『文藝春秋オピニオン2024年の論点100』
 ……………………………………………………………………………………… 文藝春秋
●『にゃんこ刑法』 …………………………………………………… 講談社
●『ブッタとシッタカブッタ』 ……… KADOKAWA
●『野

の

火
び

、奔
はし

る』 …………………………………… あさの　あつこ
●『鋼の絆』 ……………………………………………………五

い

十
が

嵐
らし

　貴
たか

久
ひさ

●『解答者は走ってください』 …………… 佐
さ

佐
さ

木
き

　陸
りく

●『おわりのそこみえ』 ………………………………… 図
ず

野
の

　象
しょう

【子どもの本】 
●『どっちが強い！？ジャコウウシvsヘラジカ』
 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『即

そく

伸
の

びキッズストレッチ』 ………………… 大和書房
●『ゆるゆる両生類・爬虫類図鑑』 …………… Gakken
●『十年屋７』 ……………………………………………………………… 静

せい

山
ざん

社
しゃ

●『ひみつのラーメンやさん』 ……………… 黒
くろ

岩
いわ

　まゆ
●『ノラネコぐんだんぺこぺこキャンプ』
 ……………………………………………………………………………工

く

藤
どう

　ノリコ
●『まっしろしろくま』 ……………………………柴田　ケイコ
●『パンダおかおたいそう』
 ……………………………………………………………… いりやま　さとし

　

早
い
も
の
で
今
年
も
締
め
く
く
り
の

時
節
と
な
り
ま
し
た
。あ
っ
と
い
う
間

に
時
が
経
ち
、今
年
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。ご
利
用
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、い
つ
も
公
民
館
図
書
室
及

び
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
で
１
年
間

本
を
借
り
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
も
沢
山
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
よ
い
お
年
を
！

・
・
来
年
度
の
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
の

希
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
・

　

毎
月
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
を
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。図
書
室
で
は
来
年
度
に
向
け
て
ひ

ま
わ
り
号
の
周
回
コ
ー
ス
や
日
程
を
検

討
中
で
す
。来
年
度
、新
た
に
私
の
集
落

に
も
来
て
欲
し
い
と
い
う
か
た
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
町
公
民
館（
℡

７
６
５
‐
３
１
３
４
）に
１
月
31
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
コ
ー
ス

検
討
の
参
考
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、

コ
ー
ス
の
都
合
上
、日
時
・
場
所
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
し
、ご
要
望
に
沿
え
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・
・【
再
掲
載
】年
末
年
始
の

　
　
　
　
　

  

返
却
期
限
に
つ
い
て
・
・

　

12
月
28
日
㈭
～
１
月
３
日
㈬
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
本
来
２
週
間

で
す
が
、返
却
期
限
日
が
年
末
年
始
の

休
館
日
と
重
な
っ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、返
却
期
限
日
を
休
み
明
け
の
１

月
４
日
㈭
に
延
長
し
て
お
渡
し
し
ま

す
。ご
自
身
の
返
却
日
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
と
き
は
、発
行
し
た
レ
シ
ー
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。た
だ
し
相
互
貸
借

の
本
に
つ
い
て
は
返
却
期
限
厳
守
で

お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・
今
月
の
新
刊
に
つ
い
て
・
・
・

　

今
月
の
新
刊
で
紹
介
し
て
い
る『
解

答
者
は
走
っ
て
く
だ
さ
い
』と『
お
わ
り

の
そ
こ
み
え
』は
第
60
回
文
藝
賞
優
秀

作
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。人
気
の
作

品
で
す
の
で
、ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
・
・
・

　

来
月
の
掲
示
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

１
月
と
い
う
事
で
新
年
に
関
す
る
本
や
、

干
支
の
龍
、雪
、冬
に
関
す
る
本
を
掲
示

し
ま
す
。ま
た
、今
年
の
公
民
館
図
書
室

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
本
や
そ
の
作
家
さ
ん
の
本
も
掲
示

し
ま
す
。
ベ

ス
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
は
次
号

で
発
表
し
ま

す
の
で
お
楽

し
み
に
！

■
休
館
日　

  

　

12
月
25
日
㈪

　

12
月
28
日
㈭
～
１
月
３
日
㈬

　

１
月
29
日
㈪

はらぺこサンタのクリスマス

　リアルな食べ物の絵が登場するはらぺこめが
ねさんのクリスマス絵本です。何も食べずに、
子どもたちにプレゼントを配りに飛び出したサン
タさんはお腹が空いて、見るもの全てが食べ物
に見えてしまいます。クリスマスにちなんだご馳
走が沢山登場して、クリスマスが待ち遠しくなる
こと間違いなしです。

はらぺこめがね

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

12月 −師
し

走
わ す

−

12月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

毬い
が

栗ぐ
り

が
開ひ

ら

い
た
口く

ち

か
ら
実み

を
見み

せ
て

今い
ま

落お

ち
る
ぞ
と
言い

わ
ん
ば
か
り
に 

山
本
光
一

階か
い

段だ
ん

の
下し

た

で
は
虫む

し

の
声こ

え

二に

重じ
ゅ
う

奏そ
う

炎え
ん

暑し
ょ

の
日ひ

日び

に
も
秋あ

き

は
近ち

か

づ
く 

江
村
美
智
代

六ろ
く

度ど

目め

の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
忘わ

す

れ
て
い
た

熱ね
つ

と
痛い

た

み
を
思お

も

い
出だ

さ
せ
り 

小
島
香
代
子

吾あ

子こ

早は
や

起お

き
し
祖そ

父ふ

と
畑は

た
け

で
い
ち
ご
狩が

り

一ひ
と

つ
手て

に
取と

り
口く

ち

に
ほ
お
ば
る
（
大た
い

晴せ
い

一
歳
八
か
月
）

 

江
村
大
輔

冷ひ

え
込こ

む
夜よ

る

熱あ
つ

め
の
湯ゆ

張は

り
息い

き

止と

め
て

湯ゆ

船ぶ
ね

に
浸ひ

た

り
ひ
と
息い

き

吐は

き
ぬ 

津
端
恵
子

今け

朝さ

落お

ち
た
と
ポ
ポ
ー
の
実み

持も

ち
友と

も

寄よ

り
ぬ

仕し

事ご
と

へ
の
道み

ち

遠と
お

回ま
わ

り
し
て 

貝
澤
圭
子

鄙ひ
な

の
地ち

に
ひ
っ
そ
り
咲さ

き
し
「
ロ
べ
の
花は

な

」

四よ

年ね
ん

足た

ら
ず
で
閉へ

い

店て
ん

と
な
る
（
馴
染
み
の
カ
フ
ェ
）

 

関
谷
郁
子

子こ

が
決き

め
し
女じ

ょ

性せ
い

の
母は

は

御ご

に
会あ

ふう

た
め
に

求も
と

め
し
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
久ひ

さ

久び
さ

に
着き

る 

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
一
月
）

美う
つ
く

し
き
ブ
ロ
ー
チ
の
ご
と
蜻と

ん

蛉ぼ

死し

す

だ
ん
だ
ん
に
目め

に
入い

る
不ふ

思し

議ぎ

茸き
の
こ

狩が

り

 

壽　

子

茱ぐ

萸み

食く

う
た
証あ

か
し

に
舌し

た

を
出だ

す
子こ

供ど
も

パ
ン
一い

っ

個こ

買か

ひ
て
会か

い

話わ

は
雪ゆ

き

の
こ
と

 

渡　

舟

推す
い

敲こ
う

の
は
じ
め
に
戻も

ど

る
夜よ

長な
が

か
な

雪ゆ
き

吊つ
り

を
映う

つ

し
て
昼ひ

る

の
池い

け

静し
づ

か

 

房　

良

秋あ
き

の
堂ど

う

ま
た
貌か

お

違ち
が

ふ
閻え

ん

魔ま

様さ
ま

水み
な

底ぞ
こ

の
何い

ず

処こ

の
星ほ

し

の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

 

緑　

老ろ
う

猫び
ょ
う

の
か
す
れ
た
る
声こ

え

十じ
ゅ
う

三さ
ん

夜や

老ろ
う

猫び
ょ
う

が
目め

で
も
の
を
言い

い
秋し

ゅ
う

思し

か
な

 

守　

人

人ひ
と

肌は
だ

に
冷さ

め
た
る
粥か

ゆ

を
口く

ち

に
入い

れ

飲の

み
込こ

む
仕し

草ぐ
さ

吾あ

も
つ
ら
れ
た
り 

丸
山
直
子

歳さ
い

晩ば
ん

の
今こ

宵よ
い

の
思お

も

ひい

は
わ
れ
を
待ま

つ

新あ
た
ら

し
き
年と

し

に
繋つ

な

が
り
て
あ
れ 

小
野
寺
恒
代

秋あ
き

風か
ぜ

の
立た

つ
山や

ま

の
道み

ち

一ひ
と

人り

来き

ぬ

高た
か

く
伸の

び
た
る
す
す
き
の
穂ほ

の
中な

か 

高
橋
春
枝

童ど
う

謡よ
う

が
流な

が

れ
る
中な

か

で
黙も

く

食し
ょ
く

の

昼ひ
る

進す
す

み
ゆ
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は 

麻
績
初
恵

去こ

年ぞ

切き

り
し
杏あ

ん

子ず

の
切き

り

株か
ぶ

共と
も

に
生い

き
し

昭し
ょ
う

和わ

の
日ひ

日び

を
蘇よ

み
が
え

ら
せ
り 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

色い
ろ

づ
き
し
葉は

を
何な

ん

枚ま
い

か
手て

に
と
り
て

昔む
か
し

懐な
つ

か
し
柿か

き

ボ
ボ
作つ

く

る

 

中
村
武
子

初は
つ

雪ゆ
き

の
積つ

も
り
し
上う

へ

に
も
み
じ
葉ば

の

黄き

の
色い

ろ

数す
う

枚ま
い

ち
り
ば
め
て
あ
り

 

島
田
眞
之
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
※
）
、
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
と
き
に
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間

の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

（
追
納
す
る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間
や

生
活
保
護
の
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
期
間
な
ど
は
、
本
人
か
ら
の

届
出
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
が

全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
法

定
免
除
と
い
い
ま
す
。

※
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
数
え
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

＜実施された行事＞
〔11月〕
	 22日	 新任議員研修
	 24日	 総文福祉・産業建設常任委員会
	 29日	 町村議会議長全国大会
	 	（議長）
〔12月〕
	 1日	 新任議員研修
	 5日	 議会運営委員会、常任委員会
	 5日	 全員協議会
	13日～15日	 第４回津南町議会定例会
	 19日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 臨時会（議長、組合議員）

	 20日	 建策要望申入れ会
＜今後予定されている行事＞
〔12月〕
	 26日	 津南地域衛生施設組合議会
	 	 臨時会（議長、組合議員）
〔1月〕
	 4日	 年賀交歓会（全議員）
	 5日	 新潟県町村議会議長会
	 	 議長会議（議長）
	 7日	 町消防出初式（全議員）
	 11日	 議会運営委員会
	 11日	 全員協議会
	 11日	 建策要望回答会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

〈
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項
〉

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
残

り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付

し
て
い
な
い
場
合
は
追
納
で
き
ま

せ
ん
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か

た
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
う

ち
、
原
則
古
い
期
間
の
も
の
か
ら

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
追
納
す
る
た
め
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。
「
国
民
年
金
保
険
料
追
納

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
提

出
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
提
出

も
可
能
で
す
。
申
込
書
は
、
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

※
追
納
の
ご
相
談
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

 7600日 中村チエ子（堂平）
 4600日 和久井かつ子（大割野）
 3400日 大倉マツ（小下里）
 3100日 板場喜恵子（辰ノ口）
 1800日 清水政利（大割野）
 1300日 桑原チヨ（秋成）
 100日 涌井栄子（小島）、藤原洋子（貝坂）、
  江村倫子（巻下）

主な運動：ゲートボール、健骨体操、水中運動、ラジオ体操 他

　

こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
存
在
す
る
部

落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
28（
2
0
1
6
）

年
12
月
６
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
と
は
何
か
」

　

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
、
歴
史
的
発

展
の
過
程
で
形
作
ら
れ
た
日
本
固
有
の
重
大

な
人
権
問
題
で
す
。
経
済
的
、
社
会
的
、
文

化
的
に
差
別
を
受
け
た
り
す
る
問
題
が
、
現

在
も
な
お
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
出
身
あ
る
い
は
特
定
の
地
域
に
住

ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
、結
婚
の
反
対
や
、

就
職
で
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
受
け
た
り
す

る
な
ど
、
今
も
な
お
日
常
生
活
の
う
え
で
差

別
行
為
が
発
生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
を
悪
用

し
て
、
差
別
を
助
長
・
誘
発
す
る
情
報
を
意

図
的
に
流
布
す
る
行
為
が
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、こ
の
法
律
の
目
的
を
考
え
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５ 

‐
３
１
１
３

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

 
関
す
る
法
律
」
を
ご
存
じ
で
す
か

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

追
納
と
は

追
納
と
は

～
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

～
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

　
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
か
た
へ
～

　
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
か
た
へ
～
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

新
潟
圏
域
３
ジ
オ
パ
ー
ク
（
糸
魚
川
・
佐

渡
・
苗
場
山
麓
）
子
ど
も
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

発
表
し
て
く
れ
た
芦
ヶ
崎
小
学
校
は
ジ
オ
学

習
の
成
果
と
し
て
、龍
ヶ
窪
や
川
の
展
望
台
、

り
ゅ
う
じ
ん

ラ
ン
ド
の
紹

介
や
津
南
の

お
い
し
い
野

菜
、
紅
葉
の

写
真
な
ど
苗

場
山
麓
の
魅

力
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

津
南
小
学
校
４
年
生
が
今
年
学
ん
だ
苗

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
を
、
地
域
の
か
た
へ

紹
介
す
る
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
保
護
者
や
地
域
の
か
た
な
ど
50
名

を
超
え
る
か
た
を
前
に
、
劇
や
ク
イ
ズ
を

出
し
な
が
ら
、
見
倉
橋
や
石
垣
田
、
切
明

の
川
原
や
常
慶
院
な
ど
た
く
さ
ん
の
見
ど

こ
ろ
を
紹

介
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
開
催
し
て
い
た
貯
筋
運
動
教
室

が
終
了
し
ま
し
た
。

　

貯
筋
運
動
は
主
に
下
肢
の
筋
力
を
強
化
す

る
運
動
で
、歌
を
歌
い
な
が
ら
行
い
ま
す
。３

種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

座
位
や
立
位
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
貯
筋
通
帳
が
配
ら
れ
て
１

回
貯
筋
運
動
を
行
な
う
と

1
0
0
円
が
貯
ま
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。参
加
者
か
ら

は「
階
段
の
昇
り
降
り
が
楽
に

な
っ
た
」「
速
く
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
」な
ど
効
果
を
感
じ

た
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
‼

　

ま
た
１
月
か
ら
教
室
を
開

催
し
ま
す
。気
に
な
る
か
た
は

ぜ
ひ
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

貯
筋
運
動
教
室
が
終
了
し
ま
し
た
‼

年
末
年
始
の
予
定

本
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
総
合
セ
ン
タ
ー

・
ロ
コ
チ
ャ
レ　
　

12
月
22
日
㈮
ま
で

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

12
月
25
日
㈪
ま
で　
　
　
　
　
　

・
卓　

球　
　
　
　

12
月
27
日
㈬
ま
で　

　

※
新
年
は
１
月
５
日
㈮
か
ら
通
常
開
催

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

※
日
付
下
は
営
業
時
間

　

12
月
31
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

1
月
1
日
㈪　

休
館

　

1
月
2
日
㈫　

午
後
２
時
～
８
時
半

　

1
月
3
日
㈬　

午
後
２
時
～
８
時
半

　
　
　
　
　
　
　

※
特
別
営
業
日

　

1
月
4
日
㈭
か
ら
通
常
営
業
。
各
種
教
室

も
開
始
し
ま
す
。

○
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
7
6
5
‐
3
7
1
1
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
Ｔ
ａ
ｐ
創
立
10
周
年
と

し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後

も
理
念
で
あ
る
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
来
年
も
変
わ
ら

ぬ
ご
愛
顧
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

歳
末
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

まちなかオープンスペース「だんだん」

発表後の質問タイムに受け答えする
芦ヶ崎小学校の児童

「
ジ
オ
パ
ー
ク
は
形
を
変
え
る
」

 

11
月
７
日

津
南
小
学
校
４
年
生
に
よ
る
地
域
学
習
発
表

　

住
民
の
か
た
や
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
こ
の
秋
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
発
表
会
や

ア
ピ
ー
ル
の
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
私
た
ち
の
ジ
オ
パ
ー
ク
」

 

11
月
28
日

　

芦
ヶ
崎
小
学
校
３
・
４
年
生
に
よ
る

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
発
表
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

●
御
礼

　

５
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
住
民
報
告
会

と
題
し
て
集
落
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
な
か
、
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
交
流
の
場
や
企
業
様
の
研
修

な
ど
に
お
邪
魔
し
、
大
地
の
成
り
立
ち
、
歴

史
な
ど
を
説
明
す
る
機
会
な
ど
も
考
え
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０
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〇第8回苗場山麓ジオパーク
　フォトコンテスト入賞作品展示会
　会　期：12月2日㈯～12月27日㈬
　たくさんのご応募をいただきました「第 8 回苗場山麓ジオ

パークフォトコンテスト」の入賞作品 26 点を展示します。

美しい苗場山麓の姿をぜひご覧ください。

〇「和紙のあかり」 体験
　日　時：1月7日㈰　午後1時～３時
　体験料：1,500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　コウゾの紙料を使って、柔らかい明かりのランプ

シェードを作ります。

　※ライトは別途 950 円かかります。

〇「縄文土器の紙コップキャンドル」 体験
　日　時：1月8日（月・祝）　午後1時30分～２時30分
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　紙コップを火焔型土器の形に切って、キャンドルを作ります。

〇「スノーシュー ～なじょもんの森へ～」 体験
　日　時：1月14日㈰　午前9時～11時
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　スノーシューの履きかた、歩きかたの練習をしてから、起伏の少ない

コースで自然観察を行います。自然観察の後は竪穴住居でのんびり過ごし

ましょう。

〇年末年始休館日のお知らせ
　12 月 28 日㈭〜 1 月 4 日㈭を休館とさせていただきます。

　来年も皆さまのお越しをお待ちしています。

縄文土器の
紙コップキャンドル

スノーシュー
～なじょもんの森へ～

和紙のあかり

展示の様子

1 月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

7日㈰ 13:00～15:00 和紙のあかり　※スイッチライトは別途950円 1,500 中学年以上

8日（月・祝） 13:30～14:30 縄文土器の紙コップキャンドル 500 低学年以上

14日㈰ 9:00～11:00 スノーシュー　～なじょもんの森へ～ 500 低学年以上

N
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この紙は
再生紙を
使っています

イ
ベ
ー
ト
も
仕
事
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
重
な
り
、忙
し

く
も
あ
り
ま
し
た
が
、充
実

し
た
１
年
間
で
し
た
。年
末

年
始
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、

２
０
２
４
年
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。皆
様
も
よ
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

	

反
り
目
直
史

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。み

な
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
は
ど

ん
な
１
年
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。私
に
と
っ
て
こ
の
１

年
は
と
に
か
く
忙
し
か
っ

た
と
い
う
印
象
で
す
。プ
ラ

表
紙
の
写
真
　
12
月
1
日
、2
日
に
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：

国
際
大
会
in
つ
な
ん
を
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
に
て
開
催
し
ま

し
た
。国
内
外
の
お
米
が
一
堂
に
集
結
し
ま
し
た
。写
真
は
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
品
さ
れ
た
お
米
の
審
査
を
審
査
員
が
行
っ
て
い
る
一
枚
で
す
。

■人口8,705（−23）　男4,225（−７）　女4,480（−16）

■世帯数3,432（−９）　■転入／７　■転出／ 14　■出生／２　■死亡／ 18　■婚姻／１12月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

金子　トラさん	 （91歳・相吉）

小島和三郎さん	 （93歳・芦ケ崎）

桑原壽惠男さん	 （94歳・反里口）

福𠩤　シズさん （95歳・鹿渡）

石澤　セツさん	 （97歳・上野）

大平スエ子さん	 （82歳・大割野）

津端イチエさん	 （90歳・外丸）

中島　　幸さん	 （94歳・上段）

惣山　ふささん	 （87歳・正面）

桑原とよ江さん	 （92歳・反里口）

山田　ツヤさん	 （89歳・朴ノ木坂）

山田キクイさん	 （97歳・割野）

根津　イトさん	 （94歳・石坂）

桒原　信一さん （82歳・美雪町）

小林　良治さん	 （88歳・寺石）

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

　12 月 1 日から 2 日にかけて、「第 25 回米・食味分析鑑定コンクール：
国際大会 in つなん」をニュー・グリーンピア津南で開催しました。全
国の皆さまから、津南町を知っていただくまたとない機会を得ること
ができました。
　昨年の長野県小諸市での大会旗引継ぎにおいて、「白く輝く雪の季節
に開催する」とご案内したのですが、その通りの「歓迎の雪」となり
ました。津南らしい雪景色で、国内外から感動の声が寄せられました。
　豪雪地にある津南町は、つい一昨年度も４メートル１９センチの積
雪を記録しました。冬に積もった雪は、春になると雪解け水となって、
河岸段丘の田畑を洗い、潤し、豊かで美味しい農産物を育てます。
　縄文の昔から雪と共に生きてきた歴史や文化が、農業に息づく津南
町は、「農を以って立町の基と為す」とし、基幹産業農業に力を入れ、
米をはじめ、地理的表示（Ｇ I）取得の津南の雪下にんじん、カサブラ
ンカを代表とするユリ切り花などの園芸、乳牛・和牛・養豚などの畜産、
なめこなど林産品を組み合わせた複合農業に磨きをかけてきました。
　自然との闘いのなかで、農業は良い時も、そうでない時もあります。
今まさに、そのど真ん中にいます。ですが、人類が生きる糧であり、
国の基です。町では、この基幹産業が、今より一歩前に出るために、
農業を志す全国の皆さまとつながり、学び合いたいという思いで、大
会を招致しました。大会を通じて、皆さ
ま相互の交流の場となり、ネットワーク
が広がった様子を拝見し、とてもうれし
かったです。
　大会準備、運営に多大なるお力添えを
いただいた、町民ボランティアや生徒の
皆さま、町内事業所の皆さま、実行委員
会の皆さまなど多くの皆さま、本当にあ
りがとうございました。

当日は私も審査を行いました。
どれも甲乙つけがたいお米でした。

藤ノ木瑛
えい

太
た

（陣場下） 大祐さん
 智恵美さん

小林　　天
てん

（船山） 隼也さん
 早紀さん

佐藤　優一さん（新発田市）
風巻　安里さん（大割野） ｝

広報無線を「聞き直し」
できるようになりました！
直前に配信された無線音声が、
電話で聞き直しできるようになりました。

■聞き直し電話番号

■お問い合わせ

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。
　ご了承ください。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく時間を空け

てご利用ください。

総務課総務班　℡ 765-3112

戸 籍 の 窓


